
簡単操作ガイド 3-2 （GSILIB 連携）GNSS 記簿～点検 

 

 概 要  

本ファイルは、国土地理院の static 基線解析フリーソフト GSILIB（GSIPOST）から出力された記簿作成用

のファイル（RecordStatic 拡張子 OUT）を取込み、GNSS 測量観測記簿を作成します。また、点検計算を行

い、SpaceNet 三次元網へ記簿データを自動入力します。 

 

 1 データ取込  

1-1 新規の「（GSILIB 連携）GNSS 記簿～点検」ファイルを起動します 

 

【「メニュー」シート画面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Excel2007 は、ツールバーの「セキュリティーの警告 マクロが無効にされました」右隣の「オプション」

をクリックして「このコンテンツを有効にする」を選択し「OK」をクリックして、マクロを有効にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 



1-2 メニューの「入力値クリア」ボタンを押します。（前回入力値のクリア） 

  

1-3 メニューの「①記簿 OUT 読込」を押し、案内に従って記簿 OUT ファイルを取込みます。 

※事前に本ファイルと同じ場所に GSILIB から出力された記簿 OUT ファイルを格納しておきます。 

※手簿 OUT ファイルは「3.1（GSILIB 連携）GNSS 手簿」ファイルと同じ場所に格納し、本ファイルとは

別の場所に格納します。 

※GSILIB から出力されたファイル名は変更しないようにします。 

 

【取込後の「参考」シート画面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取込後の「O1～O100」シート画面】 （GSILIB 出力 拡張子 OUT） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 2 記簿作成  

2-1 メニューの「②観測記簿作成」を押すと、GNSS 測量観測記簿が作成されます。 

各項目は編集可能です。 

 

【作成後の「記 1～記 100」シート画面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3 セミダイナミック par 読込  

3-1 メニューの「③ｾﾐﾀﾞｲﾅﾐｯｸ par 読込」を押し、案内に従って地理院の par ファイルを取込みます。 

与点が電子基準点のみの場合に取込み、ｾﾐﾀﾞｲﾅﾐｯｸ補正します。 

 

 4 点検データ入力  

4-1 メニューの「入力 1」を押し、水色箇所に選択入力します。 

・「点名の左側入力値選択」欄・・OUT ファイルの点名が「点番（点名）」の場合は「点番」選択し、「点名

（点番）」の場合は「点名」を選択します。 

・「検測選択」欄・・検測基線に●を選択します。 

 

【「入力 1」シート画面】 

 

 

 

 

 

 

 



4-2 メニューの「入力 2」を押し、水色箇所に選択入力します。 

・与点が電子基準点のみの場合に入力します。（既存成果表の値） 

 

【「入力 2」シート画面】 

 

 

 

 

 

 

 

4-3 メニューの「入力 3」を押し、水色箇所に選択入力します。 

・与点が電子基準点のみでない場合に入力します。（既存成果表の値） 

 

【「入力 3」シート画面】 

 

 

 

 

 

 

 

4-4 メニューの「入力 4 結合」を押し、水色箇所に選択入力します。 

・与点が電子基準点のみの場合に選択入力します。 

 

【「入力 4 結合」シート画面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4-5 メニューの「入力 5 環閉合」を押し、水色箇所に選択入力します。 

・環の点検計算を行う場合に選択入力します。 

 

【「入力 5 環閉合」シート画面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 5 点検計算実行  

5-1 メニューの「⑤点検計算実行」を押します。 

 

 6 網入力データ抽出  

6-1 メニューの「⑥網入力ﾃﾞｰﾀ抽出」を押します 

 

 7 三次元網ファイルへ転記  

7-1 メニューの「三次元網ﾌｧｲﾙへ転記」を押し、案内に従って SpaceNet 三次元網ファイルへ転記（自動

入力）します。（「網ﾃﾞｰﾀ 0～2」シートのデータを転記） 

 

 8 結果表示  

8-1 メニューの「補正」を押すと、「既知点の元期から今期への補正」が表示されます（与点が電子基準点

のみの場合） 

 

【「補正」シート画面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



8-2 メニューの「変換」を押すと、「緯度・経度から地心直交座標への変換」が表示されます（与点が電子

基準点のみの場合） 

 

【「変換」シート画面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8-3 メニューの「入力 4 結合」を押すと、「電子基準点間結合点検計算」が表示されます（与点が電子基準

点のみの場合）（項目 4-4「入力 4」シートと共通） 

 

8-4 メニューの「入力 5 環閉合」を押すと、「基線ベクトルの環閉合差」が表示されます（項目 4-5「入力

5」シートと共通） 

 

8-5 メニューの「重複」を押すと、「重複辺の点検」が表示されます（観測値に重複基線がある場合に表示） 

 

【「重複」シート画面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

8-6 メニューの「点重複」を押すと、「点検測量結果 重複辺の点検」が表示されます（観測値に検測基線

があり、「入力 1」シートで検測欄に●を選択した場合） 

 

【「点重複」シート画面】 

 

 

 

 

 

 

 

 



8-7 メニューの「網ﾃﾞｰﾀ 0」を押すと、「三次元網への転記ﾃﾞｰﾀ（元期 与点座標）が表示されます。 

 

【「網ﾃﾞｰﾀ 0」シート画面】 

 

 

 

 

 

 

 

8-8 メニューの「網ﾃﾞｰﾀ 1」を押すと、「三次元網への転記ﾃﾞｰﾀ（新点近似座標）が表示されます。 

 

【「網ﾃﾞｰﾀ 1」シート画面】 

 

 

 

 

 

 

 

8-9 メニューの「網ﾃﾞｰﾀ 2」を押すと、「三次元網への転記ﾃﾞｰﾀ（観測値）が表示されます。 

 

【「網ﾃﾞｰﾀ 2」シート画面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8-10 メニューの「記 1～記 100」を押すと、「GNSS 測量観測記簿」が表示されます。 

（項目 3 参照） 

 

※全ての帳票は、画面上では部分的に色がついていますが、白黒で印刷されます。 

 



 9 各シート出力  

9-1 印刷するシート選択→左上の丸いボタンをクリック→印刷クリック→印刷部数等入力→OK クリック

すると印刷します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 10 ファイル保存  

10-1 メニュー画面の左上の丸いボタンをクリック→名前を付けて保存→「Excel バイナリブック」クリッ

ク→保存先選択・ファイル名入力→保存クリック 

 

 

 

 

 


